
Country 1 0 Country

0 1

0 1

0 2

Minute Shrit No. GREEN YELLOW RED Minute Shrit No. GREEN YELLOW RED

✔ 1 4 3
✔ 2 ✔ 4
✔ 4 5 7
✔ 5 ✔ 8
6 6 ✔ 13
✔ 7 ✔ 14
6 8 31 15
✔ 9 ✔ 16
✔ 11 ✔ 17
6 12 DNP 18
✔ 13 ✔ 21

DNP 15 ✔ 22
DNP 17 6 24

7 19 ✔ 25
✔ 20 6 26
6 21 ✔ 27
6 22 18 7 28
✔ 30 ✔ 29
16 31 4 30
✔ 32 40 DNP 31

Team Minute Action Team Minute Action

JPN 14 FG
NZL 27 PG
NZL 40 PG
NZL 49 PG

NZL 56 PG

2 4
0 8

文責　男子日本代表コーチ　山堀貴彦

ニュージーランド４ヶ国大会タウランガシリーズの第２戦は、ワールドランキング９位のニュージーランドとの対戦であった。
第１Q、日本のセンターパスにより試合が開始された。試合開始からアグレッシブかつ強いファイティングスピリットを見せる日本は
14分、ライトサイドからニュージーランドのハイプレスをショートパスで崩すと和久利がヘルプサイドへボールを運び、パスを受けた
山崎がリバースヒットでのクロスをセカンドポストの田中健に合わせ、タッチシュートで先制する。
第２Q、27分、ニュージーランドはPCのドラッグフリックシュートのリバウンドボールをMUIR Georgeが押し込み、同点に追いつく。
第３Q、40分、自陣での不用意なパスからボールを奪われた後に23m付近で霧下が体を張ってボールを奪い返すも不可解な判定
により、PCとイエローカード（10分）のペナルティーが日本に出される。このPCからニュージーランドはバリエーションからのタッチ
シュートを試み、リバウンドボールをMcALEESE Sheaが決める。
第４Q、49分、ニュージーランドはPCのバリエーションからPANCHIA Arunがヒットシュートを決める。56分、ニュージーランドはPC
からRUSSELL Kaneがドラッグフリックを決めて、試合が終了した。

JPN
シュート数

NZL
PC数

PANCHIA Arun 1-3

RUSSELL Kane 1-4

MUIR George 1-1
McALEESE Shea 1-2

Name Score Name Score
田中　健太 1-0

Manager 牧本　智之 Manager LOGAN Scott

UMPIRE ROGERS Steve(AUS) UMPIRE NEWMAN Zeka(AUS)

霧下　義貴 PHILLIPS Hayden

Coach AIKMAN Siegfried Coach SMITH Darren

膳棚　大剛 NEWMAN Dominic

吉川　貴史 INGLIS Hugo

新本　優 MUIR George

山水　翼磋 McALEESE Shea

大橋　雅貴 MITAI-WELLS Leo

和久利　裕貴 JENNESS Stephen

山下　学 RUSSELL Kane

伊藤　義一 TARRANT Blair（C)

福田　健太郎 PANCHIA Arun

田中　健太 SARIKAYA Aidan

北里　謙治 WOODS Nic

吉原　平太 READ Brad

落合　大将 CHILD Marcus

村田　和麻 PANCHIA Jared

星　卓 ENERSEN George(GK)

山田　翔太 LETT Dane

三谷　元騎 ROSS Nick

田中　世蓮 JOYCE Richard(GK)

New Zealand
-

-

Name Name

山﨑　晃嗣 BRYDON David

Japan 1 （
-

） 4

試    合 第2戦 通算結果 日本  ２敗

RESULT

-

サムライジャパン　ニュージーランド４ヶ国大会
日    付 2018年1月18日　19:30～
場　　所 タウランガ 天      候 雨
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